
議事項目 

 

（１）取組の概要（国，市）       資料２参照 

 

（２）医療・介護連携に関わる課題整理  資料３参照 

 

（３）課題の詳細について        資料４－１，２参照 

 

（４）協議への臨み方・スタンスについて（お願い） 

 

ア 「函館市全体」の医療・介護連携に係る，望ましいルール，仕組みのあり

方やツール作りを意識して頂きたい。 

 

イ 専門職・職能団体としての立場で，大きな視点での発言や意見をお願いし

たい。（個別の法人や事業所のルールにとらわれず。） 

 

ウ ただし，できるだけ実現可能なレベルの協議を意識して頂きたい。 

（実現不可能な「絵に描いた餅」では意味がない。） 

 

エ 発言の際は，できるだけ専門用語を使用せず，各参加者の共通理解ができ

るよう努めて頂きたい。 

 

オ 協議のスタンスは，建設的な協議になるようご協力いただきたい。 

（「対立」や「批判」ではなく，「協力」を意識して頂きたい。） 

 

（５）退院支援分科会の取組の到達目標および成果品のイメージ 

 

ア 「（仮称）函館市 退院支援にかかる多職種連携の手引き」の作成 

イ 「 同 」の導入支援方法の策定 

ウ 「 同 」の更新方法の策定 

 

（６）先進地事例について        資料５－１，２，３参照 

 

 ア 横須賀市「在宅療養連携推進 よこすかエチケット集」 

 イ 福岡市 「福岡市 退院時連携の基本的な進め方の手引き」 

 ウ 名古屋市「名古屋市における在宅医療・介護連携ガイドライン」 

  

 

 

 

資料１ 



（７）取組工程について 

 

  ① 課題の認識 ～ アンケート調査結果等の詳読 

② 先進地事例の詳読による疑義の確認について（不明な点など） 

  ③ 先進地の取組と，現状の函館市の取組の相違点などの確認について 

（函館市バージョンの作成の視点） 

  ④ その他の先進地事例の提供について 

  ⑤ 函館市の手引きを作成するにあたり，ひな形とする先進地事例の選定 

  ⑥ ひな形をベースとして，函館市バージョンの手引きを作成 

  ⑦ 他部会・分科会との協議の要否の確認 

  ⑧ 手引きをどのように導入支援，伝播させるかという方法論の構築 

  ⑨ 手引きの更新方法の構築 

 

（８）全体スケジュールについて     資料６参照 

 

（９）次回に向けた作業について 

 

ア 次回までにお願いしたい作業 

 

  ① 課題の認識 ～ アンケート調査結果等の詳読 

② 先進地事例の詳読による疑義の確認について（不明な点など） 

  ③ 先進地の取組と，現状の函館市の取組の相違点などの確認について 

（函館市バージョンの作成の視点） 

  ④ その他の先進地事例の提供について 

  ⑤ 函館市の手引きを作成するにあたり，ひな形とする先進地事例の選定 

 

イ 次回の協議内容イメージ 

 

  ・ 各資料の詳読による意見の発表，集約 

  ・ 参考とするひな形の決定 

  ・ 検討項目の分類，手引きの章立て，検討作業の役割分担 

・ メーリングリストの作成・活用 

 


